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一
　
は
じ
め
に

　
本
書
は
二
〇
〇
五
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら

刊
行
さ
れ
た
、
原
書B

etw
een Tw

o E
m

pires: R
ace, H

istory, 
and Transnationalism

 in Japanese Am
erica

の
翻
訳
版
で

あ
る
。
英
語
版
の
原
書
は
、
清
水
　
博
賞
（
二
〇
〇
五
年
度
、
ア
メ

リ
カ
学
会
）、Theodore Saloutos Book Aw

ard

（
二
〇
〇
五
年
、

移
民
エ
ス
ニ
ッ
ク
史
研
究
学
会
）、H

onorable M
ention in the 

Frederick Jackson Turner Aw
ard

（
二
〇
〇
六
年
、
ア
メ
リ

カ
歴
史
家
協
会
）、H

istory Book Aw
ard

（
二
〇
〇
七
年
、
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
研
究
学
会
）
と
、
日
米
両
国
で
数
々
の
学
会
や
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
い
か
に
衆
目
を
集
め
る
卓
抜
し
た

歴
史
・
移
民
研
究
で
あ
る
か
の
証
左
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
最
初
に
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
う
え
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
研
究
に
携
わ
る
評
者
か
ら
み
た
、
移
民
研
究
に
お
け
る
本

書
の
意
義
と
可
能
性
に
も
言
及
し
た
い
。

二
　
本
書
の
内
容

　
本
書
は
序
章
と
終
章
を
除
き
、
全
体
で
八
章
か
ら
な
る
四
部
構
成

の
大
著
で
あ
る
。
ま
ず
序
章
で
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
立
石
次
左
衛
門
、
帆
足
理
一
郎
と
い

う
二
人
の
日
本
人
移
民
の
言
説
に
注
目
す
る
。
彼
ら
が
「
人
種
的
・

国
家
的
に
帰
属
す
る
し
か
道
は
な
い
」
と
い
う
、
日
米
両
国
か
ら
押

し
つ
け
ら
れ
た
覇
権
的
言
説
の
狭
間
で
苦
闘
す
る
な
か
で
、
実
は
し

た
た
か
に
ア
メ
リ
カ
白
人
社
会
や
祖
国
日
本
と
の
間
に
心
理
的
・
政

治
的
な
関
係
性
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
、「
二
重
性
」
の
実
態
に

深
い
関
心
を
寄
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
人
移
民
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
思

想
や
日
常
生
活
体
験
は
、
本
書
に
通
底
す
る
中
心
的
な
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
解
明
に
向
け
て
、
従
前
の
国
家
的
枠
組
み

や
一
国
の
歴
史
観
に
縛
ら
れ
な
い
、「
間
・
国
家
的
視
点
（inter - 

N
ational perspective

）」
か
ら
の
歴
史
分
析
の
必
要
性
を
説
く
。

書
　
評

東
　
栄
一
郎
著
（
飯
野
正
子
監
訳
）

『
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
　
二
つ
の
帝
国
の
は
ざ
ま
で

―
忘
れ
ら
れ
た
記
憶
　

１
８
６
８-

１
９
４
５
』

（
明
石
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

丸
山
　
浩
明
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４
５
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そ
し
て
、
異
な
る
国
家
理
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
二
つ
の
覇
権

国
家
の
狭
間
に
生
き
た
戦
前
日
本
人
移
民
の
日
常
生
活
体
験
や
、
そ

こ
か
ら
派
生
す
る
思
考
パ
タ
ー
ン
、
あ
る
い
は
言
説
的
策
術
の
解
明

が
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

　
第
一
部
（
第
一
章
）
で
は
、
日
本
人
移
民
社
会
と
そ
の
歴
史
の
混

沌
と
し
た
始
ま
り
が
描
出
さ
れ
る
。
一
八
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
へ

起
業
移
住
し
た
初
期
の
日
本
人
移
民
に
は
、
中
流
階
級
出
身
の
高
学

歴
者
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
福
沢
諭
吉
が
唱
え
た
商
業
膨
張
主
義
に

賛
同
し
、
都
市
部
で
重
要
な
商
人
階
級
を
形
成
し
て
日
本
人
移
民
の

指
導
者
層
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア･

太
平
洋
地
域
で
西
洋
諸
国
に
よ
る
植
民
地

争
い
が
激
化
す
る
と
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
で
も
植
民
地
主

義
的
な
移
民
論
が
台
頭
し
て
、
集
団
移
住
と
土
地
所
有
に
よ
る
コ
ロ

ニ
ー
建
設
が
各
地
で
活
発
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
軍
事
力
支
援
を
伴

わ
な
い
移
住
型
の
海
外
植
民
活
動
は
、「
東
進
論
」
あ
る
い
は
著
者

が
「
日
本
版
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト･

デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
（
明
白
な
運
命
）」

と
呼
ぶ
、
日
本
帝
国
に
よ
る
平
和
的
膨
張
主
義
を
具
現
化
す
る
施
策

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
西
部
で
は
白
人
主
体

の
社
会
関
係
の
枠
組
み
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
移
民
に

よ
る
農
業
植
民
活
動
が
進
展
し
て
、
自
作
農
中
心
の
日
本
人
社
会
が

拡
大
し
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
～
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
を
迎
え
て
新
た
に
立

身
出
世
論
が
台
頭
す
る
と
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
や
「
成

功
思
想
」
に
ほ
だ
さ
れ
た
都
会
の
苦
学
生
や
地
方
の
農
民
た
ち
が
、

一
般
労
働
者
と
し
て
大
挙
し
て
海
を
渡
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
学

生
移
民
が
国
家
主
義
に
包
摂
さ
れ
た
「
成
功
思
想
」
の
影
響
を
受
け
、

先
達
で
あ
る
膨
張
主
義
起
業
家
ら
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
一
方
で
、

帝
国
臣
民
と
し
て
の
意
識
や
使
命
に
ま
っ
た
く
無
頓
着
だ
っ
た
地
方

の
農
民
た
ち
は
、
個
人
主
義
的
な
利
益
追
求
に
邁
進
し
て
反
日
運
動

を
激
化
さ
せ
、
外
交
上
の
火
種
と
な
っ
て
結
果
的
に
日
本
人
移
民
の

渡
航
禁
止
を
招
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
一
章
で
は
、
時
代
と
と
も
に
商
業
移
民
か
ら
植
民

者
、
そ
し
て
労
働
者
へ
と
大
き
く
変
化
し
た
、
初
期
日
系
ア
メ
リ
カ

社
会
の
不
均
質
な
起
源
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
部
（
第
二
～
三
章
）
と
第
三
部
（
第
四
～
六
章
）
で
は
、
両

大
戦
間
期
の
日
本
人
移
民
社
会
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
第
二
章
で

は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
西
部
で
激
し

い
人
種
排
斥
や
反
日
運
動
に
直
面
し
た
日
本
人
エ
リ
ー
ト
指
導
者
層

が
、
一
般
的
日
本
人
移
民
を
道
徳
的
に
再
教
育
し
よ
う
と
し
た
り
、

日
本
人
移
民
の
「
白
人
性
（
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
）」
を
強
調
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
理
想
的
市
民
と
し
て
の
日
本

人
移
民
像
を
構
築
し
て
、
そ
の
難
局
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
た
こ
と

が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
白
人
至
上
主
義
や
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
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ニ
ー
」
の
影
響
下
に
お
け
る
人
種
的
従
属
と
い
う
圧
力
の
中
で
、「
在

米
同
胞
」
と
い
う
、
日
本
人
で
は
な
い
独
自
の
「
人
種
」
的
な
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
十
数
年
は
、
一
世
と
二
世
の
主
従

関
係
が
交
代
す
る
歴
史
的
に
重
要
な
移
行
期
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
従
前
の
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
彼
ら

の
歴
史
体
験
を
〈
一
世
〉
対
〈
二
世
〉、〈
外
国
人
〉
対
〈
マ
ー
ジ
ナ

ル
マ
ン
〉、〈
親
日
反
米
〉
対
〈
反
日
親
米
〉、
と
い
っ
た
二
項
対
立

的
な
枠
組
み
の
中
で
単
純
化
し
て
処
理
し
て
し
ま
っ
た
。そ
の
結
果
、

激
し
い
人
種
排
斥
に
対
す
る
移
民
の
主
体
的
な
社
会
交
渉
や
策
略
の

中
で
生
み
だ
さ
れ
た
、思
考
や
行
動
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
二
重
性
」「
二

文
化
性
」へ
の
気
づ
き
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
第
三
部
（
第
四
～
六
章
）
で
は
、
一

世
が
ど
の
よ
う
に
国
家
規
定
の
意
味
づ
け
や
主
流
社
会
に
よ
る
レ
ッ

テ
ル
と
対
峙
し
な
が
ら
適
応
し
て
い
っ
た
か
、
彼
ら
自
身
の
叙
述
に

見
ら
れ
る
言
説
を
手
が
か
り
に
、「
在
米
同
胞
」
社
会
で
創
り
出
さ

れ
た
新
し
い
思
想
や
行
動
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
第
四
章
で
は
、
一
世
が
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
集
団
的
過

去
の
記
憶
を
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
論
と
近
代
日
本
の
民

族
膨
張
主
義
の
文
脈
に
置
き
直
そ
う
と
し
た
か
、
一
世
歴
史
家
の
言

説
を
拠
り
所
に
分
析
が
進
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
日
米
の
主
流
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
借
用
し
て
、
白
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
者
と
一
世
パ
イ
オ

ニ
ア
を
明
示
的
に
比
較
す
る
一
方
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い

独
身
労
働
者
を
移
民
発
展
史
の
語
り
か
ら
排
除
し
て
い
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
労
働
者
を
日
系
ア
メ
リ
カ
市
民
か
ら
切
り
離
す

一
方
で
、
家
族
持
ち
の
一
世
男
性
は
、
帰
化
不
能
な
が
ら
そ
の
日
本

的
特
徴
の
た
め
に
白
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
者
に
類
す
る
「
典
型
的

な
ア
メ
リ
カ
人
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
文

化
空
間
に
お
け
る
巧
妙
な
言
説
操
作
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
。

　
第
五
～
六
章
で
は
、一
世
か
ら
二
世
へ
の
世
代
交
代
期
を
迎
え
て
、

一
九
三
〇
年
代
に
二
世
教
育
の
た
め
の
社
会
運
動
や
教
育
活
動
が
全

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
規
模
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
詳
説
さ
れ
る
。
揺
る
ぎ

な
い
白
人
至
上
主
義
の
下
、
人
種
と
し
て
の
理
想
的
な
未
来
を
二
世

に
用
意
し
よ
う
と
奮
闘
し
た
一
世
の
こ
う
し
た
運
動
に
は
、
二
世
の

職
業
選
択
や
人
口
構
成
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
試
み
や
、「
日
本
精

神
」
と
そ
れ
に
準
じ
た
道
徳
的
生
活
様
式
を
推
奨
す
る
活
動
、
祖
国

日
本
へ
彼
ら
を
送
り
込
む
越
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
国
際
主
義
の
理
想
を
体
現
し
よ

う
と
す
る
試
み
は
、
彼
ら
を
よ
り
一
層
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
疎
外

し
、「
在
米
同
胞
」
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
経
験
し
て
き
た

人
種
的
圧
力
を
さ
ら
に
強
め
る
結
果
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
第
四
部
（
第
七
～
八
章
）
で
は
、
日
本
人
移
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
感
知
さ
れ
る
多
様
で
複
雑
な
意
味
合
い
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。
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第
七
章
で
は
、
一
世
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
烈
な
民
族
意
識
、
す

な
わ
ち
民
族
と
し
て
の
誇
り
、
文
化
的
優
位
性
、
集
団
と
し
て
の
自

立
や
地
位
上
昇
へ
の
願
望
を
備
え
て
お
り
、
彼
ら
は
日
本
帝
国
と
の

絆
や
「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
国
家
帰
属
の
新
し
い
形
の
可
能
性
を
表
現
で
き
た
と

指
摘
す
る
。
そ
れ
は
白
人
至
上
主
義
の
ア
メ
リ
カ
で
、
そ
の
本
質
的

な
権
力
構
造
や
人
種
序
列
を
混
乱
さ
せ
な
い
程
度
に
人
種
と
文
化
に

関
わ
る
意
味
を
、
一
世
が
主
体
的
か
つ
巧
妙
に
操
作
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
一
世
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
生
存
戦
略
の

中
心
的
課
題
は
、
実
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
と
力
で
あ
っ
た
。

　
第
八
章
で
は
、
日
本
人
移
民
が
白
人
と
の
平
和
的
関
係
を
求
め
て

生
存
を
は
か
る
一
方
で
、
日
本
帝
国
が
征
服
活
動
を
押
し
進
め
た
ア

ジ
ア
の
国
々
の
出
身
者
に
対
し
て
は
、
差
別
的
な
眼
差
し
を
向
け
て

対
立
と
競
争
を
煽
っ
た
こ
と
が
、
と
く
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
移
民
と
の

間
に
生
じ
た
人
種
葛
藤
を
事
例
に
挙
げ
て
細
か
く
分
析
さ
れ
て
い

る
。
一
世
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
移
民
社
会
の
内
部
に
お
け
る
階

級
性
や
多
様
性
を
抑
圧
し
な
が
ら
、
正
当
な
「
日
本
的
」
思
想
と
行

為
と
い
う
考
え
を
拠
り
所
に「
名
誉
白
人
」と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
を
う
ま
く

説
得
し
て
そ
の
考
え
に
従
わ
せ
る
こ
と
で
、
移
民
集
団
を
「
名
誉
白

人
た
る
中
流
市
民
」
と
い
う
型
に
無
理
や
り
押
し
込
み
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
の
再
構
築
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

　
終
章
で
は
、
一
九
四
一
年
の
太
平
洋
戦
争
勃
発
と
と
も
に
急
変
し

た
戦
時
下
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
主
義
や
国
家
主
義
の
下
で
、

一
世
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
移
民
史
が
終
焉
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

詳
説
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
平
洋
戦
争
前
の
二
〇
～
三
〇
年

間
に
日
本
人
移
民
が
二
つ
の
国
家
間
で
享
受
し
て
き
た
「
間
・
国
家

的
」
な
柔
軟
性
や
折
衷
主
義
的
な
社
会
的
指
向
は
、
戦
争
に
よ
っ
て

完
全
に
否
定
さ
れ
、
日
本
人
移
民
は
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
文
化
・

人
種
・
国
家
的
に
完
全
に
他
者
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
戦

時
中
の
ア
メ
リ
カ
至
上
主
義
思
想
の
中
で
日
本
人
移
民
は
強
制
収
容

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
社
会
的
慣
習
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
採
択
を
強
い
ら
れ
た
。
も
は
や
彼
ら
に
残
さ
れ
た
公
的

な
自
己
表
現
の
選
択
肢
は
、
一
点
の
曇
り
も
な
い
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム

を
空
し
く
主
張
す
る
か
、
狂
信
的
な
親
日
家
と
し
て
孤
立
す
る
し
か

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
一
世
の
日
本
へ
の
愛
国
心
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
強
い
忠

誠
心
の
表
明
に
置
き
換
え
ら
れ
、
二
世
た
ち
は
「
モ
デ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
と
し
て
、「
白
人
よ
り
も
白
人
化
し
て
い
る
」
と
賞
賛
さ
れ

る
ま
で
自
己
改
革
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化

に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
史
の
言
説
も
二

世
た
ち
の
揺
る
ぎ
な
い
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
記
録
へ
と
変
貌
し
た
。

そ
し
て
、
一
国
家
の
枠
組
み
か
ら
の
歴
史
の
語
り
を
助
長
す
る
一
方

で
、「
境
界
地
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
）」
に
生
き
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
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ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
歴
史
体
験
の
真
相
は
、
移
民
史
か
ら
も
国

家
の
国
民
史
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

少
数
派
の
歴
史
体
験
を
排
除
し
、
主
流
派
の
利
益
に
適
う
思
想
的
装

置
と
し
て
機
能
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
移
民
研
究
の
暴
力
性
に
対
す
る

著
者
の
憂
慮
が
、
本
研
究
の
原
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

三
　
本
書
の
意
義
と
可
能
性

　
本
書
が
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の

答
え
の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ン
グ
ロ･

サ
ク
ソ
ン
系
文
化
へ
の
同
化
現
象
と
同
一
視
す
る
、「
移
民
パ
ラ
ダ

イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
化
さ
れ
た
歴
史
言
説
と
の
決
別
を
自
ら
に

課
し
、
長
ら
く
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
曖
昧
で
複
雑

な
歴
史
体
験
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
よ
う
と
奮
闘
す
る
、
一
人
の
歴
史

学
者
の
微
動
だ
に
し
な
い
真
摯
な
研
究
姿
勢
へ
の
共
感
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
籍
を
置
く
著
者
自
身
が
、
日
々
移
民
を

追
体
験
す
る
な
か
で
辿
り
着
い
た
、
信
念
と
も
い
え
る
新
境
地
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
歴
史
研
究
と
い
う
行
為
が
本
質
的
に
も
つ
主
流
派
の
作
為
に
よ
る

政
治
性
や
時
代
的
特
殊
性
の
弊
害
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
、
だ
か
ら
こ

そ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
移
民
の
歴
史
体
験
を
一
方
的
に
国
民
国
家

の
支
配
的
言
説
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
歴
史
学
）
に
統
合
・
従
属
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
、と
の
警
鐘
は
説
得
力
を
も
っ
て
心
に
強
く
響
く
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
移
民
研
究
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
二
つ
の
祖
国
間

で
苦
闘
す
る
日
系
人
」
と
い
う
抵
抗
者
の
モ
チ
ー
フ
や
そ
の
感
動
物

語
は
、
日
系
人
を
海
外
の
同
じ
「
日
本
人
」
と
み
る
一
元
的
な
視
角

に
由
来
し
て
お
り
、
そ
れ
は
結
果
的
に
日
本
人
の
血
や
文
化
の
特
殊

性
や
優
秀
性
を
誇
る
政
治
化
さ
れ
た
言
説
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
示
唆
に
富
み
共
感
で

き
る
。
移
民
自
身
や
非
日
系
人
の
言
説
を
し
て
語
ら
し
め
る
、
移
民

体
験
の
客
観
的
分
析
と
相
対
的
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
著
者
は
日
系
移
民
の
歴
史
体
験
の
理
解

を
国
民
国
家
の
支
配
的
言
説
に
直
接
的
に
対
峙
で
き
る
手
段
と
す
る

た
め
に
、「
間
・
国
家
的
視
点
」
と
自
ら
名
づ
け
る
歴
史
分
析
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
準
備
す
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
学
界
を
席
巻
し
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
・
方

法
論
的
影
響
を
強
く
受
け
た
視
角
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
大

き
な
学
問
の
潮
流
に
飲
み
込
ま
れ
ま
い
と
、
用
心
深
く
そ
の
渦
中
に

踏
み
と
ど
ま
っ
て
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
著
者
の
姿
が
あ
る
。
敢
え
て
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
越
境
的
）
の
用
語
を
避
け
、「
間
・
国
家
的
」

と
命
名
し
た
背
景
に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
「
脱
領
土

化
」「
脱
国
家
化
」
と
取
り
違
え
て
理
解
す
る
誤
解
を
回
避
し
た
り
、

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的

理
想
を
謳
歌
す
る
文
化
主
義
者
の
ナ
イ
ー
ブ
な
解
放
論
的
空
論
と
は
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一
線
を
画
そ
う
と
す
る
、
著
者
の
確
た
る
意
思
表
明
が
あ
る
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
て
用
意
周
到
に
描
き
出
さ
れ
た
戦
前
の
日
系
ア
メ
リ
カ
移

民
の
「
間･
国
家
的
」
性
格
は
、
従
順
で
控
え
め
な
日
本
人
移
民
像

と
は
か
け
離
れ
た
鮮
烈
な
印
象
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
彼
ら
は
二
つ
の
帝
国
へ
の
同
時
帰
属
状
態
を
常
に
正
当
化
す
る

た
め
に
、
両
国
間
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
に
対
し
て
主
体
的
に

折
衷
主
義
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
双
方
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
論
や
人
種
主
義
理
論
の
要
素
を
選
択
的
に
取
り
込
み
融
合
さ
せ

る
こ
と
で
、「
真
の
ア
メ
リ
カ
人
」
と
な
る
こ
と
を
標
榜
し
、
そ
の

行
動
や
言
説
を
通
じ
て
「
準
白
人
」「
名
誉
白
人
」
に
変
身
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日
本
人
移
民
は
主
流
派
の
白
人
に

よ
り
人
種
化
さ
れ
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
同
胞
や
そ
の
他
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
は
異
な
る
特
権
的
地
位
や
優
位
性
を
獲
得
す
る
目
的
で
、
自

ら
の
人
種
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
日
本
人
移
民
が
戦
前
に
み
せ
た
人
種
と
国
家
の
抑

圧
を
超
克
す
る
「
二
重
性
」
と
い
う
折
衷
主
義
的
志
向
は
、
そ
の
後

も
日
本
人
の
際
だ
っ
た
性
向
と
し
て
、
善
し
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け

生
き
続
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
戦
後
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
で
推
進
さ
れ
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
に
対
し
て
、
世
界

中
か
ら
激
し
い
非
難
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
日
本
人
は
「
名
誉
白
人
」

と
い
う
特
権
的
な
法
的
措
置
の
下
で
経
済
交
流
を
促
進
さ
せ
た
歴
史

を
も
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
強
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
る
中

で
、
ア
ジ
ア
の
隣
人
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

が
各
地
で
顕
在
化
し
て
い
る
現
状
は
、
本
書
が
描
き
出
し
た
戦
前
の

ア
メ
リ
カ
移
民
社
会
や
、
そ
の
構
造
を
ア
ジ
ア
で
流
用
し
よ
う
と
し

た
日
本
帝
国
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。
か
つ
て
世
界
を
戦
禍
に
巻
き
込

ん
だ
帝
国
主
義
的
な
意
識
が
、
隠
微
な
形
で
我
々
の
身
体
に
生
き
続

け
て
い
な
い
か
、
多
様
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
弊
害
に
苦
悩
す
る
今
日

こ
そ
、
十
分
な
自
己
省
察
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ

で
日
系
人
が
経
験
し
た
悲
惨
な
歴
史
を
日
本
で
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
本
書
の
副
題
で
あ
る
「
忘
れ
ら
れ
た
記
憶
」
の
再
検
証
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
本
書
が
提
示
し
た
「
間
・
国
家
的
視
点
」
は
、
日
系
ア

メ
リ
カ
移
民
に
限
定
さ
れ
な
い
世
界
中
の
移
民
研
究
に
敷
衍
で
き
る

研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
、
一
つ
の
大
き
な
潮
流
を
つ
く
り
だ
す
起

爆
剤
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家
や
人
種

に
よ
り
線
引
き
・
分
断
さ
れ
て
い
た
領
域
の
狭
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
、
社
会
階
層
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル･

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
異
な
る
多

様
な
日
本
人
移
民
の
複
雑
で
重
層
的
な
歴
史
体
験
を
読
み
解
く
視
座

を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空
間
に
生
起
す
る
国
家
権

力
や
人
種
・
国
民
理
念
の
激
突
を
直
視
す
る
移
民
研
究
は
、
こ
れ
ま
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で
の
個
別
エ
ス
ニ
ッ
ク
に
閉
じ
た
単
眼
的
な
移
民
研
究
の
隘
路
を
切

り
拓
く
一
方
で
、
一
見
平
和
的
に
み
え
る
多
文
化
社
会
に
隠
蔽
さ
れ

た
複
雑
な
権
力
構
造
も
暴
き
出
す
可
能
性
を
予
感
さ
せ
る
。「
間･

国
家
的
視
点
」
に
立
つ
移
民
研
究
の
進
展
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
や
そ
れ
を
支
え
て
き
た
歴
史
解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
ま
で
も
大
き
く

揺
る
が
し
な
が
ら
、
新
た
な
学
問
領
域
を
開
拓
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
評
者
が
携
わ
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
研
究
に
対
し
て
も
、
本

書
は
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
に
富
み
刺
激
的
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
ア
メ

リ
カ
に
比
肩
す
る
世
界
的
な
移
民
大
国
で
、
日
系
人
の
数
は
世
界
最

大
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
生
活
世
界
は
、
ア
メ

リ
カ
西
部
と
比
べ
て
か
な
り
異
質
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
基
層
文
化

社
会
は
、
約
三
〇
〇
年
に
わ
た
る
植
民
地
時
代
に
形
成
さ
れ
た
混
血

性
の
強
い
も
の
で
、
支
配
層
を
な
す
白
人
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
中
心

と
す
る
ラ
テ
ン
系
民
族
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
帝
政
～
旧
共
和
制
期

（
一
八
二
二
～
一
九
三
〇
年
）
に
推
進
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
積

極
的
な
導
入
に
よ
る
「
白
人
化
（abranqueam

ento

）」
は
、
ゲ

ル
マ
ン
系
民
族
や
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
す
る
憧
憬
と
劣
等
感
が
入
り
交

じ
っ
た
、「
脱
ア
フ
リ
カ
化
」
を
主
な
目
的
と
す
る
人
種
主
義
の
実

践
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
た
一
九
三
〇
年

代
に
は
、国
民
の
混
血
化
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
避
け
が
た
い
現
実
と
認
め
、

異
人
種
が
混
淆
す
る
平
和
的
で
奔
放
な
人
間
関
係
の
推
進
を
標
榜
す

る
「
人
種
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
一
時
代
を
席
巻
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
の
歴
史
は
、
厳
格
な
ア
メ
リ
カ
例
外
主
義

や
白
人
至
上
主
義
の
下
で
、
先
発
の
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
が
乗
り
越

え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
国
家
・
人
種
の
相
剋
の
壁
が
、
後
発
の
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
直
面
し
た
壁
と
比
べ
て
、
よ
り
高
く
堅
固
で
異
質

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。同
じ
日
本
人
移
民
で
も
、

移
住
し
た
時
代
や
社
会
階
層
、
そ
し
て
彼
ら
が
生
活
す
る
〈
場
〉
の

意
味
の
違
い
が
、
彼
ら
の
日
常
生
活
体
験
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
思

考
・
行
動
パ
タ
ー
ン
、
言
説
的
策
術
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
生
み
出

し
た
の
か
、「
間･

国
家
的
視
点
」
か
ら
比
較
検
討
す
る
意
義
は
大

き
い
と
考
え
る
。
本
書
は
、
世
界
各
国
の
移
民
研
究
の
道
標
と
な
る

卓
抜
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
論
を
志
向
し
な

い
「
ア
メ
リ
カ
研
究
」、
日
本
論
を
志
向
し
な
い
「
日
本
研
究
」
と

し
て
も
優
れ
た
見
識
を
備
え
た
、
ま
さ
に
「
間
・
学
問
的
」
研
究
で

あ
っ
た
。
是
非
、
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


